
｢



莱-部　断想録･中世の吉備第一章　中世吉備の法と規範
T　中世前期における法と裁判のl態様-備前国可真郷本免田所職相論-二　備前国金山寺領の竹木伐採の禁-禁制と置文･起請文三　美作国塩湯郷地頭職後藤良貞の提書と置文四　吉備地域の村と民衆の規範意義

節.一章　宇喜多直家の幼少期とその時代背景

はじめに

画家幼少期に関する著述(近世)

二　直家幼少期に関する著述(論文･通史的叙述･小説)三　宇喜多直家の生きた時代背景-｢国務統治権限｣をめぐって
第三章　毛利備中守隆元の官途と備中国侍の動向

はじめに

一いわゆる｢在地効果｣論への批判的言及部分の検討二　毛利備中守隆元と戦国期備中国侍の動向
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第四章　荘園の風景

はじめに
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美作国稲岡庄備前国香登庄備中国庭妹郷美作国建部庄備前国矢原庄備中国中津井庄美作国富美庄備前国小岡庄備中国小坂庄美作国讃甘庄･大原保備前国豊原庄(弘法寺)
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備中国上原郷
史料紹介･調査報告･公開講座要旨など

史料紹介長床六十三箇条式目(『掘要録』巻二↑八｢寺社之部児苧備中｣所収)調査報告　備中国新見庄史料｢竹田家文芦探訪余話
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三　公開講座要旨(一)　日本文化の中の権威1中世官職名に探る1

公開講座要旨(二)　中世吉備が生んだ文学者

四　『図説美作の歴史』から
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第=部　断想録･広義の法観念第一章　揺藍期の｢井ケ田法史学｣

はじめに

一　人物研究｢蓮如｣

論文｢南九州における南北朝内乱の性格｣　付荘園(若狭国太良庄)研究

.時代的前提としての　｢日本固有法｣　｢日本法理｣　の時代

むすびにかえて

第二章　日本史研究者と女子短大生の見た｢文明の衝突｣論第三章　『法制史研究』所載書評
一(書評)河内祥輔｢御成敗式目の法形式｣　(『歴史学研究』第五〇九号)二　(書評)上杉和彦｢鎌倉幕府と官職制度-成功制を中心に-｣　(『史学雑誌』九九編一号)三　(書評)岡　邦信｢置文と一門支配｣　(『北九州大学法政論集』第二一巻第四号)----‥四　(書評)植田信広｢鎌倉幕府の殺害刃傷検断について｣
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(西川洋一他編『罪と罰の法文化史』所収'東京大学出版会,一九九五年六月)

七　六　五

(書評)菱沼一意｢鎌倉幕府地頭御家人制の形成と追討使｣(『国史学』一五九号)-----･‥(書評)金子　拓『中世武家政権と政治秩序』(吉川弘文館､完九八年三月)------‥.(書評)古滞直人｢『玉葉』にみえる｢謀叛｣用例について｣(『名古屋芸術大学研究紀要』二〇巻)

同　｢御成敗式目九条成立の前提-平安遺文･鎌倉遺文の『謀叛』用例の検討から-｣

(『鎌倉遺文研究-鎌倉時代の政治と経済』所収'東京堂出版､一九九九年四月)--…-≡
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八　(書評)岡　邦信『中世武家の法と支配』(信山社,二〇〇五年三月)

終章､そして序章へ　三つの断想

はじめに
｢吉備地方文化持論｣から｢日本法観念史｣をめぐって

.清原音一撃をめぐって初出丁覧あとがき

313 304 299 298 297 286 282


